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上下水道事業 中期経営プラン（令和５～９年度）骨子案に関する 

市民意見募集結果及び本市の考え方について 

 

１ 市民意見募集の結果 

 ⑴ 募集期間 

   令和４年１１月１６日（水）から１２月１５日（木）まで 

 ⑵ 御意見数 

   意見書数：１５９通  意見総数：４３６件 

 ⑶ 御意見をいただいた方の属性 

  ア 年齢別 

 １９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 不明 合計 

人数 6 30 21 35 29 14 5 19 159 

  イ 居住地別 

 市内在住 市内通勤・通学 その他・不明 合計 

人数 117 28 14 159 

ウ 提出別 

 Web フォーム・メール 郵送・FAX その他 合計 

人数 125 10 24 159 

 

 ⑷ 御意見の内訳 

分類※  
 区分 

反映 
（Ａ） 

同趣旨 
（Ｂ） 

参考 
（Ｃ） 

合計 

骨子案全体、背景・課題 6 20 25 51 

視点①京の水をみらいへつなぐ 4 90 16 110 

視点②京の水でこころをはぐくむ 17 63 27 107 

視点③京の水をささえつづける 13 87 36 136 

その他の御意見 5 3 24 32 

合計 45 263 128 436 

   ※ Ａ：後期プラン案に反映するもの 

Ｂ：骨子案に記載済み又は趣旨に含まれているもの 

Ｃ：今後の取組の推進に際して参考とするもの 
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２ 主な御意見の要旨及び本市の考え方 

 

（Ａ）後期プラン案に反映するもの 

 

１ 骨子案全体、背景・課題（6件）                       

主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【構成に関する御意見】 

 

・様々な取組を網羅的に示していて良

いと思うが、端的にプランのポイン

トが分かるようにすると市民にも分

かりやすく、より良くなるのではな

いか。 

・この骨子案では財政的にどうなって

行くかが分からない。課題に対する

努力が見えるようにしてほしい。 

8ページ～

10ページ、 

28ページ～ 

35ページ 

後期プランの概要を端的に分かりや

すくお伝えするため、「後期プランで目

指すこと」として、ビジョンに示した

これまでの課題や前期プラン期間にお

ける新たな課題を踏まえ、ビジョンに

掲げる将来像の実現を目指していくこ

とについて図と共に記載します。また、

後期プランの特徴を 5 つのポイントに

まとめ、冊子後半の具体的な取組へと

つながるように構成します。 

財政面については、ビジョンの財政

目標達成に向けた経営基盤強化の取組

や今後の厳しい経営見通しを踏まえた

取組を記載します。 

【将来を見据えた取組に関する御意

見】 

 

・次世代の負担を軽減しながら事業を

進めていくことを最重要視し、取組

を進めてほしい。 

・子どもや将来の京都に生まれてくる

子達のための政策を考えてほしい。 

・将来のことも考えながら水道を供給

してほしい。 

8ページ～

10ページ 

基本方針に示した「重要なライフラ

インである上下水道を守り続けるため

各事業を着実に進める」及び「より一

層の経営の効率化等に取り組むととも

に中長期を見据えた施設マネジメント

の取組を推進する」を具体化するため、

「後期プランで目指すこと」の 5 つの

ポイントにおいて、①「上下水道の基

本的な役割を果たす」、②「事業を支え

るため経営基盤を強化する」、③「上下

水道の将来を見据えた取組を進める」

等を掲げ、将来世代との負担の公平性

を踏まえた事業を推進すること、及び

将来を見据えた取組を積極的に進める

こと等を記載します。 
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２ 視点①京の水をみらいへつなぐ（4件）                   

主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【優先順位を考慮した改築更新・耐震

化の実施に関する御意見】 

 

・各施設の老朽化が進む中、もう少し

優先順位の検討も必要である。 

・管路更新や耐震化は大切だが、過剰に

整備することのないよう優先順位を

付けてほしい。また、優先する理由を

しっかり市民に説明してほしい。 

8ページ～ 

9ページ、 

12ページ～ 

 19ページ 

後期プラン期間における管路・施設

の改築更新・耐震化に関する基本的な

考え方として、現行水準以上の整備事

業費を確保しつつ、将来世代との負担

の公平性を踏まえて、より一層優先度

を考慮した事業内容・目標に見直すこ

とを記載します。また、「5 事業推進計

画」の各取組項目に同様の考え方を記

載します。 

【広域化・広域連携の推進に関する御

意見】 

 

・今後の人口減少等を踏まえると、水道

事業についても広域化を進めなけれ

ばならないことは理解するが、責任

の所在が曖昧になったり、水道料金

が上がったりするのではないかと心

配する。慎重に議論を進めてほしい。 

・広域化・広域連携を行うことで、料金

が高くなったり、変わってしまった

りしないか、水道水の品質が変わら

ないか、事業の一部が民間委託にな

らないかが、不安に思っている方も

いる。市民にさらに詳しく情報を伝

えたうえで議論を引き続き行う必要

がある。 

21ページ 府内各自治体との広域化・広域連携

の取組を分かりやすくお示しするた

め、「5 事業推進計画」の取組項目に、

広域連携については共同研修等を引き

続き実施するとともに実現可能な連携

の取組を検討すること、広域化につい

ては引き続き京都府及び近隣自治体と

の協議・情報交換を継続し、それぞれ

の自治体にメリットがあるように長期

的かつ幅広い視野であり方を検討する

ことを記載します。 

 

３ 視点②京の水でこころをはぐくむ（17件）                  

主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【お客さまの声を反映した新たなサー

ビスの展開に関する御意見】 

 

・スマホアプリがどのように役立つの

かが分かりにくい。 

・スマホアプリでのサービス展開のイ

メージが湧かず、利用者は一部の方

に限定されるように感じる。 

・お客さまサービスなどは色々あると

ありがたいが、コストもかかると思

うので、バランスをとりながらやっ

てほしい。 

22ページ スマホアプリについては、「5 事業推

進計画」の取組項目に、受付システム

の集約化や、プッシュ通知機能を利用

した情報発信等といったサービス等の

概要を記載するとともに、サービス開

始時に利便性や機能について分かりや

すく広報するように努めます。 

また、スマホアプリの導入及び運用

に当たっては、利便性とコストのバラ

ンスに配慮しつつ、最適なサービスを

提供できるように努めます。 
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主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【琵琶湖疏水の魅力向上の取組に関す

る御意見】 

 

・市民にとってのメリットはしっかり

と広報するなど、取り組む理由の説

明をお願いしたい。 

・市民にとってどの様なメリットがあ

るかが分からない。 

・琵琶湖疏水はきれいで、京都の観光

資源として大事にしてほしいが、料

金収入が観光のために使われるのは

違和感がある。 

9ページ、 

23ページ 

「後期プランで目指すこと」の 5 つ

のポイントの 1 つに「上下水道事業の

より一層の理解促進に努める」を掲げ、

市民の皆さまの大切な財産である琵琶

湖疏水の魅力向上の取組を行うこと

で、上下水道事業への関心や理解を深

めていただけるよう努めることを記載

します。 

また、「5 事業推進計画」の取組項目

において、疏水沿線全域での賑わい創

出や周遊性向上に寄与していくこと、

国庫補助及びふるさと納税制度等を通

じた外部資金の獲得に積極的に取り組

むことを記載します。 

【低炭素社会の実現に向けた取組に関

する御意見】 

 

・将来的な脱炭素社会の実現も見据え

ながら取組を進めてほしい。 

・社会情勢として、低炭素、脱炭素社会

に向けた取組が注目されているの

で、大きな施設を持っている上下水

道局もしっかり取り組んでほしい。 

9ページ、 

24ページ 

「後期プランで目指すこと」の 5 つ

のポイントの 1 つに「上下水道の将来

を見据えた取組を進める」を掲げ、脱

炭素の取組を積極的に進めることを記

載します。 

また、「5 事業推進計画」の取組項目

において、ビジョンでは「低炭素社会の

実現」としていたものを「脱炭素社会の

実現」に改めるとともに、環境政策に係

る上位計画である「京都市役所 CO2削減

率先実行計画」に掲げた目標の達成に向

けて取り組むことを記載します。 

【循環型まちづくりへの貢献に関する

御意見】 

 

・下水汚泥の有効利用は国が肥料化等

の検討をしていると聞いた。費用対

効果や継続的な需要確保の課題があ

ると思うが、環境保全の趣旨からも、

幅広く調査研究を進めることを示し

てほしい。 

・下水処理の際にガスやリンが発生す

るのであれば、それらを有効に活用

する仕組みを導入するとよいのでは

ないか。 

20ページ 「5 事業推進計画」の取組項目にお

いて、「新技術に係る調査・研究の実施」

として、下水汚泥の有効利用（肥料利

用等）について将来を見据えて幅広く

情報収集・調査・研究を進めることを

記載します。 
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４ 視点③京の水をささえつづける（13件）                   

主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【財務体質強化の取組全般に関する御

意見】 

 

・上下水道はあって当たり前のように

捉えられているが、本当に重要なラ

イフラインであり、将来にわたり安

定した事業を行うためには財務体質

の強化が必須である。 

・将来世代の負担が重くならないよ

う、計画的に取り組むべき。また、不

測の事態も想定し、余裕を持った事

業運営に取り組むべき。 

・企業会計で運営している以上、財務

体質の改善強化は当然。無駄は徹底

的に省かないといけない。 

28ページ～ 

35ページ 

水需要の更なる減少や更新需要の増

大、工事費の上昇等の厳しい経営見通

しを踏まえ、建設改良の財源となる積

立金を確保するための取組を記載しま

す。 

厳しい経営環境の中でも市民の皆さ

まの重要なライフラインである上下水

道を未来に継承・発展させていけるよ

う、あらゆる観点で経営基盤強化に取

り組み、事業を着実に推進していきま

す。 

【独立採算の仕組みに関する御意見】 

 

・上下水道の運営は税金を投入してい

るのではなく、水道は水道料金、下

水道は使用料で賄っていることをし

っかり市民に説明すべき。 

・上下水道事業が独立採算で運営され

ているという基本原則が触れられて

いないので、市民に分かるように工

夫してはどうか。何のために利益を

確保しようとしているのかをしっか

りと伝えるべき。 

・上下水道の運営にかかる費用は一般

会計の中に含まれているものだと思

っていたが、一部を除いて独立採算

であったことを初めて知った。 

 

29ページ  水道事業・公共下水道事業の財政の

仕組みに関する説明のページを設け、

上下水道事業は独立採算を基本として

事業を運営していること、将来世代の

負担が大きくならないよう事業を運営

するための支出を圧縮し、より多くの

自己資金を確保できるよう取り組んで

いることについて記載します。 
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５ その他の御意見（5件）                          

主な御意見（要旨） 反映ページ 本市の考え方 

【骨子案資料に関する御意見】 

・冊子が分かりづらかった。 

・パンフレットの文字が多すぎて書く

気をなくす作りになっている。 

8ページ～

10ページ 

後期プランの概要を端的に分かりや

すくお伝えするため、「後期プランで目

指すこと」として、ビジョンに示した

これまでの課題や前期プラン期間にお

ける新たな課題を踏まえ、ビジョンに

掲げる将来像の実現を目指していくこ

とについて図と共に記載します。また、

後期プランの特徴を 5 つのポイントに

まとめ、冊子後半の具体的な取組へと

つながるように構成します。（上記「1 

骨子案、背景・課題」の 1点目と同旨） 

【数値目標の見直しと施設マネジメン

トの取組に関する御意見】 

・目標数値を下げなければならない場

合でも、レベルの維持、リスク上昇

の抑制について、「予防保全」や「長

寿命化」等の措置・考え方によって、

「施設マネジメント」をしっかりや

っているので、安全・安心・安定が守

られているといった内容の記述が必

要である。 

9ページ いのちやくらしを支える重要なライ

フラインである上下水道を将来にわた

り守り続けるため、「後期プランで目指

すこと」の 5つのポイントの 1つに「上

下水道の将来を見据えた取組を進め

る」を掲げ、次期ビジョン以降の中長

期を見据えた施設マネジメントの取組

を進めることを記載します。 
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（Ｂ）骨子案に記載済み又は趣旨に含まれているもの 

 

１ 骨子案全体、背景・課題（20件）                       

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【事業の着実な推進に関する御意見】 

 

・財政の厳しい折とは思いますが安心安全の

暮らしをお願いします。 

・これからも皆様の熱いお仕事に期待し、住み

やすい京都のまちになるよう協力したい。 

・市民にとって水はとても大切なのでこれか

らもライフラインを守ってください。よろし

くお願いいたします。 

・財政状況が厳しい中、大変苦労をされている

ことと思う。様々なアイデアを取り入れるな

ど柔軟な対応を取って、この難局を乗り切っ

てほしい。 

上下水道事業は、市民の皆さまの安全・安心

なくらしを支え、また、事業者の皆さまの事業

活動を支える重要な役割を担っており、今後も

ライフラインを守り続けられるよう、長期的な

視点に立った経営を進めることが重要である

と認識しています。 

新型コロナウイルス感染症の影響により水

需要が大きく減少し、工事費や電気代等が大幅

に上昇するなど、ビジョン策定時には想定して

いなかった新たな状況が生じており、今後も非

常に厳しい経営環境が続くことが想定されま

すが、後期プランに基づき、徹底した経営努力

により事業費の確保を目指すととともに、限ら

れた事業費の中で優先順位を踏まえて事業内

容を十分に精査し、事業効果を最大限発揮でき

るよう、取り組んでまいります。 

【安全・安心な水道水の供給に関する御意見】 

 

・今までどおりおいしい水を供給してほしい。 

・普段から水道直結のウォーターサーバーで

マイボトルを用いて京都市の水道水を愛飲

している。これからも質の高いおいしい水道

水を提供してほしい。 

・いつもおいしい水をありがとうございます。

困難なことも多いかとは思うが、京都市が誇

るおいしい水道水を次の世代へも引き継げ

るようにこれからもよろしくお願いします。 

【その他の御意見】 

 

・未だに様々な物の値段が高騰しており、きち

んと反映していってほしい。 

・負担を将来に先送りにしないため、利益をこ

れまで以上に上げる経営ビジョンを立てて

いるとのことであり、その具体的な内容が気

になった。 

 

社会情勢の変化に伴う工事費等の上昇等も

踏まえた今後の収支見通しを掲載するととも

に、建設改良の財源となる積立金を確保するた

めに取り組む経営基盤強化計画の内容につい

て記載します。 
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２ 視点①京の水をみらいへつなぐ（90件）                   

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【着実な改築更新・耐震化に関する御意見】 

 

・水道・下水道は電気・ガス以上に大事なライ

フラインであり、近年ゲリラ豪雨が頻発し、

また、地震等の懸念もある中で、更新・耐震

化等は継続して進めてほしい。 

・財政難と聞いているが、施設の更新や災害対

策等本当に必要なところには、経費削減せず

に十分に投資してほしい。 

・管路、施設の改築更新、耐震化は、次世代が

負担などで困らないよう計画的に進めてほ

しい。老朽化の対応は先を見据えてほしい。 

・災害が増えてきている中で、上下水道などの

ライフラインが被害を受けた時の影響を考

えると、耐震化の事業は私達市民にとっても

大変大事なことだと思う。将来のためにもし

っかりと取り組んでほしい。 

・水道・下水道の管路の改築・更新・耐震化は

重要。市民生活に影響が出ないよう取組を進

めてほしい。 

 

 

 

上下水道は市民の皆さまの生活を支える重

要なライフラインであり、管路・施設の改築更

新・耐震化を継続して進め、50年後、100年後

の未来にしっかりとつないでいくことが重要

であると認識しています。 

事業を取り巻く経営環境がますます厳しく

なる見通しの中、後期プラン期間においては、

経営基盤強化の取組を進めることで建設改良

の財源となる積立金の確保を目指すとともに、

これまで以上に事業の優先順位を精査し、リス

クを踏まえた改築更新・耐震化を着実に推進し

ます。 

【水道配水管の更新に関する御意見】 

 

・水道管の更新は継続的に行ってもらい、断水

が生じないような安定的な水の供給を実現

してもらいたい。 

・水を届けるのに必要な管路施設の更新はお

金を掛けて実施してほしい。 

・老朽化した水道管が増えているというのは

全国的な問題であり、しっかりと更新を進め

てほしいが、財源が厳しいのであればバラン

スが重要である。大きな口径の配水管の更新

割合を増やすというのは、理にかなっている

と思う。 

・配水管更新について広範囲に影響を及ぼす

箇所から重点的に更新していく必要がある

ことは分かるが、合わせて京都市民の生活環

境も守って進めてほしい。 

 

老朽化した配水管の更新について、布設後の

経過年数に加えて、漏水時に断水等の影響が大

きい管路や過去に漏水が生じた管路の更新を

優先するなど、これまでから優先順位を付けな

がら効率的に進めています。 

後期プラン期間は、現行水準以上の整備事業

費を確保しつつ、災害等が発生した場合に広範

囲に影響を及ぼす口径の大きい配水管の更新

割合を増加させるなど、これまで以上に優先度

を考慮して配水管の更新を進めることとし、災

害時等においても市民の皆さまへの影響を最

小限にとどめられるよう、リスクを踏まえた更

新事業を推進します。 



9 

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【下水道管路の改築更新・耐震化に関する御意

見】 

 

・下水道管路改築・地震対策率と雨水整備率が

低いように感じる。近年の異常気象や新型コ

ロナウイルス蔓延による衛生に対する危機

意識の増加等を踏まえると、下水道管路の整

備や雨水整備をもう少し進めてほしい。 

・下水道管の老朽化は道路陥没の原因となり

大事故につながる可能性が大きいので、早期

にどんどん改修していってほしい。 

下水道管路の改築更新・耐震化について、老

朽化した管路や重要な管路の中でも、特に破損

等のリスクが高い旧規格の管路を対象として、

優先的に対策を進めています。 

後期プラン期間は、効率的な調査手法を新た

に組み合わせることにより、限られた財源の中

でも管路の状態把握の充実を図り、長寿命化を

更に進めることで、優先度を踏まえた改築更

新・耐震化を推進します。 

【着実な防災・危機管理の取組に関する御意

見】 

 

・南海トラフ地震や花折断層の地震に備え、災

害時に上下水道の速やかな復旧を行えるよ

う、平常時における各種点検整備を強化して

ほしい。 

・地震などの災害は避けられないので、有事の

際の市民への影響を最小限にするため、日頃

からハード面での耐震化はもちろん、ソフト

面でも水道水備蓄の啓発や防災訓練などを

頑張ってもらいたい。 

・防災・危機管理について、今後も民間事業者

との連携を強化し、防災訓練を定期的に幅広

く実施する必要があると思う。 

 上下水道局では、これまでから大きな被害が

想定される「花折断層を震源とする地震」、「南

海トラフ巨大地震」等の発生時においても、上

下水道機能を確保し、市民生活への影響を最小

限にできるよう、各種計画の策定や体制の整備

等を行うとともに、それらに対応した防災訓練

を行っています。 

後期プラン期間は、近年、全国各地で頻発し

ている地震や浸水の被害も踏まえ、これまで取

り組んできた老朽化した管路や施設の改築更

新・地震対策等に加え、仮設給水槽等の効果的

な配備や災害用マンホールトイレの整備を引

き続き推進します。 

また、民間事業者との連携については、災害

時の応急給水の応援に関する協定等を締結し

ており、今後も合同防災訓練を実施するなど、

平時から連携を強化し、災害対応力の更なる向

上を図ります。 

【飲料水の確保に関する御意見】 

 

・災害が起こった時に備えて、給水体制をしっ

かり整えておいてほしい。 

・備蓄の大切さなど、いざという時の市民への

啓発をもっとやってほしい。 

 

 上下水道局では、これまでから災害時等にお

いても必要な飲料水を確保できるよう、基幹施

設の耐震性の向上や緊急遮断弁の設置、給水

車・応急給水槽等の配備を進めているほか、災

害用備蓄飲料水「京のかがやき 疏水物語」を

活用した啓発等を実施しています。 後期プラ

ン期間は、引き続き防災備品の配備や実践的な

マニュアル運用訓練等により応急給水体制を

強化するとともに、防災啓発パンフレットのリ

ニューアル等による情報発信の充実・強化を図

ります。また、地域における防災訓練や自主防

災組織等への研修の場を活用し、疏水物語を活

用した飲料水の備蓄啓発に取り組みます。 
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【マンホールトイレに関する御意見】 

 

・マンホールトイレについて、人口に対して少

なすぎると思う。公園などの敷地も利用し

て、災害時に全ての住民が使用可能な箇所数

になるよう増やしていってほしい。 

・マンホールトイレなどの実演をしてほしい。 

災害用マンホールトイレについて、平成 23

年度から、震災時に多数の市民が避難すること

が想定されている広域避難場所へ、さらに、平

成 25 年度以降は、避難所となる小中学校等へ

設置を進めています。 

後期プラン期間においても引き続き、区役所

等と調整のうえ、他の災害用トイレによる対応

等を踏まえて、災害用マンホールトイレの整備

を進めていきます。また、引き続き自主防災組

織が参加する防災研修や各行政区等が主催す

る防災訓練を通じて、災害用マンホールトイレ

の仕組み等について理解を深めていただける

よう取り組みます。 

【浸水対策に関する御意見】 

 

・近年、毎年のように日本のどこかで大雨によ

る災害が発生しており、市民の財産を守るた

めにも浸水対策を計画的に実施してもらい

たい。 

・大雨が降っても道路冠水等の被害が減って

きているように感じていたが、上下水道局の

対策が効果を発揮しているのだと理解した。

御所周辺は今でも大雨が降ると度々道路冠

水が起こる箇所もあるので、しっかりと対策

してほしい。 

・予想外の豪雨による浸水被害が各地でニュ

ースとなるが、下水道の整備について観光・

環境を守る観点から迅速に進めてほしい。 

 

 近年の台風や局地的な大雨等を受けて、浸水

被害を軽減する対策の重要性が高まっており、

雨水幹線等の浸水対策施設の整備を進めてい

るほか、雨に強いまちづくりに向けて、各局区

が連携して各地域の特性に応じた浸水対策を

実施しています。 

後期プラン期間は、浸水に対する安全度を更

に向上させるために、鳥羽第 3導水きょ等の浸

水対策施設の整備を引き続き実施し、雨水整備

率の向上を図ります。また、過去に浸水した地

域において引き続き優先度を踏まえた浸水対

策を進めるとともに、関係局区によるソフト・

ハード両面でのあらゆる対策の連携及び融合

の強化を図り、流域全体で効果的かつ効率的な

雨に強いまちづくりを目指します。 

【広域化・広域連携の推進に関する御意見】 

 

・京都市が先頭に立って、京都府南部の広域化

を進めてほしい。京都市が南部の水道を助け

たとなれば全国的にも大きな事例となり、京

都市が持つリーダーシップのブランド力も

飛躍的に向上するのではないか。 

・災害が発生した時には各自治体同士の連携

が必須になると思われるので広域化・広域連

携を積極的に推進してほしい。 

・広域化について、料金が上がるようなことは

嫌だが、まとめてやった方が効率的なことは

まとめたらよいと思う。 

広域化、広域連携については、各自治体の上

下水道事業が水需要の減少、老朽化した管路・

施設の増大、地震等や大雨等の災害への備え、

職員の技術継承など、将来に向けての共通した

課題を有する中、経営基盤強化のための一手法

として長期的な視点かつ幅広い視野で検討を

進めていくことが必要であると考えています。 

後期プラン期間は、広域連携については、本

市が有する施設やノウハウを用いた取組や、災

害・事故に備えた合同防災訓練等を引き続き実

施するとともに、資器材の相互融通等について

も検討します。また、広域化については、関連

計画に基づき、引き続き京都府及び近隣自治体
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

・広域化・広域連携について、小さい自治体は

ともかく京都市にどんなメリットがあるの

か疑問。協力するなら相応の負担を求めるべ

き。 

との協議や情報交換を継続し、それぞれの自治

体にメリットがあるように長期的かつ幅広い

視野であり方を検討していきます。 

 

３ 視点②京の水でこころをはぐくむ（63件）                  

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【お客さまの声を反映した新たなサービスの

展開に関する御意見】 

 

・水道料金等がアプリで確認できるようにな

ると助かる。 

・ガスや電気などのアプリは使用量や料金の

変化がグラフなど使っており見やすいのと、

ガス機器の点検の予約もネットで簡単なの

で、同じような仕組みにしてほしい。 

スマホアプリにおいても、現在「みずみるネ

ット」でご覧いただける「使用水量・料金の確

認」や「グラフによる表示」等は、引き続きご

利用いただけるよう対応することを予定して

います。 

【広報全般に関する御意見】 

 

・上下水道局キャラクターとコラボした広報

がおもしろく、毎年見ている。今年のテルマ

エ・ロマエもおもしろく、次の話が楽しみで

ある。多くの人に水道を知ってもらえると思

うので、次の計画でもやってほしい。 

・地下鉄で、お風呂や琵琶湖疏水の広告をよく

目にするようになった。取組が多くの人に伝

わるのは良いことである。 

・キャラクターを使うのもいいが、お金を掛け

ず、施設の見学などの地道な広報の取組を大

事にしてほしい。 

・今後も、上下水道モニター制度を継続し、よ

り多くの京都市民が上下水道局の仕事の内

容を理解できるよう努めてほしい。 

広報活動について、後期プラン期間において

も、施設見学会等により上下水道事業への理解

を深めていただくとともに、お風呂入浴ＰＲ等

の水道水を有意義に使ったライフスタイルを

提案し、水需要の喚起につなげます。また、上

下水道事業に興味や関心が薄い年齢層にも事

業に接していただけるよう、引き続き、複数の

媒体を連動させたクロスメディア広報の展開

を図ります。 

上下水道モニター制度は、上下水道事業に関

する意見や提案を求めるため施設見学や意見

交換等の活動を行っています。後期プラン期間

においても、ＷＥＢモニター制度導入による双

方向的な広聴活動等を通じて、広聴活動の充実

を図ります。 

【水需要の喚起に関する御意見】 

 

・水は無駄遣いしてはいけないという認識なの

で、使用量が減ることで財政が厳しくなると

いうのは難しいバランスだと思う。無駄遣い

ではない形で、水の活用が進めばよいと思う。 

・琵琶湖疏水の魅力を発信したところで増収す

る訳でもないし、市民に水道水をもっと使っ

てもらえるような広報活動を展開していくべ

き。 

 水需要の喚起について、水道事業・公共下水道

事業の果たす役割や、安全・安心でおいしく、環

境にも家計にもやさしい水道水の特徴を、より

多くの市民の皆様に知っていただくため、これ

までから幅広い媒体とあらゆる機会を活用し、

関係部局とも連携しながらＰＲを行っていま

す。 

後期プラン期間においても、引き続き、お風呂

入浴ＰＲ等の水道水を有意義に使ったライフス

タイルを提案し、水需要の喚起につなげます。 
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【琵琶湖疏水の魅力向上の取組に関する御意

見】 

 

・琵琶湖疏水通船はすばらしい。更なる魅力向

上に取り組んでほしい。もみじの木をもっと

沿線付近に植えてほしい。 

・琵琶湖疏水の魅力をもっと活用すべき。その

ために蹴上船溜まりと沿線の公園にトイレ

を設置してほしい。また、付近には食堂もな

いため、大衆向け食堂を設けて、快適な観光

に備えるべき。 

・大阪～伏見港までの舟運の復活に合わせて、

琵琶湖疏水記念館に所蔵されている当時の

資料編纂と濠川を含めて鴨川運河の沿線を

一気通貫で散策が可能なように整備するな

ど、琵琶湖疏水全体の魅力発信を強化できな

いか。 

 今なお現役施設として京都における産業の

近代化の歩みを物語り、市民の皆さまの大切な

財産である琵琶湖疏水の魅力発信を進めるこ

とで、上下水道事業への関心や理解を深めてい

ただくとともに、文化や景観、観光振興に貢献

することを目指しています。 

後期プラン期間は、疏水路全般の維持管理と

整備を継続するとともに、びわ湖疏水船の琵琶

湖への航路延伸への支援や市民の皆さまに疏

水の魅力を体験していただく市民乗船会の取

組を推進します。また、「舟に乗っても、沿線

を歩いても楽しめる」琵琶湖疏水のフィールド

ミュージアム化の取組を、関係する局区や自治

体、事業者と連携して推進するとともに、琵琶

湖疏水記念館の整備や琵琶湖疏水の魅力を国

内外に広く発信する取組等を実施します。 

【琵琶湖疏水記念館に関する御意見】 

 

・琵琶湖疏水記念館のテラスは素敵だと思う。

子どもを連れてインクラインの散歩に行く

ことが多い私としては、子どもたちが水道事

業に興味も持つきっかけが増えることは、と

ても望ましいことだと思う。 

・琵琶湖疏水はとても好きなスポットで、琵琶

湖疏水記念館でその歴史を知り、明治の先人

達は本当に凄いことを成し遂げたと改めて

認識した。市民としても誇りに思う。 

・琵琶湖疏水記念館について、インクラインの

模型が面白く、タブレットが分かりやすかっ

た。一方で、説明文の漢字が小学生には難し

いのが少し多かったので直してほしい。 

 琵琶湖疏水記念館は、これまで市民の皆さま

や観光客、校外学習として来館する小学生な

ど、280万人を超える方々にご来館いただいて

います。 

  後期プラン期間は、琵琶湖疏水フィールドミ

ュージアムの情報発信拠点として、また、蹴上・

岡崎地域における観光拠点として、展示解説等

の充実、デッキテラス化やカフェ新設を進める

ことで琵琶湖疏水記念館の更なる魅力向上を

図り、同地域だけでなく琵琶湖疏水沿線全域で

の賑わい創出や周遊性向上に寄与できるよう

取り組んでいきます。 

【低炭素社会の実現に向けた取組に関する御

意見】 

 

・低炭素社会等について、とても素敵な取組だ

と思う。 

・事業コストを抑えながら、環境対策も進めて

ほしい。 

・下水処理場や浄水場などの多量の水が流れ

ている所では、小水力発電が可能なのではな

いか。 

上下水道事業は、その推進に当たり多くの資

源やエネルギーを消費し、地球温暖化の原因と

なる温室効果ガスを排出していることから、本

市が進める地球温暖化対策において重要な役

割を担っていると認識しています。 

後期プラン期間は、「京都市役所 CO2 削減率

先実行計画」における市全体の目標である

「2030（令和 12）年までに平成 25 年度比で

46％削減」を見据え、太陽光発電、小水力発電

による創エネルギーの取組や高効率機器の導
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

・京都市として、低炭素化の取組をおろそかに

はできないことは理解できる。可能な限り費

用を圧縮したうえで、良いことをしているの

だからしっかりと周知をしてほしい。 

 

入等を継続して実施します。また、省エネ・創

エネ型の汚泥焼却炉への改築更新、LED照明等

の高効率照明の採用を進めること等により温

室効果ガス排出量の削減を図ります。市民の皆

さまへの広報についても、毎年度発行する「環

境報告書」等を活用して PRしていきます。 

【循環型まちづくりへの貢献に関する御意見】 

 

・下水汚泥などを活用するなど温室効果ガス

削減に取り組んでいることを初めて知った。

資源を再利用できる取組をどんどん進めて

ほしい。 

・下水汚泥を有効活用する方法を考えるなど、

エネルギーを無駄なく活用できるようして

いかなければならない。 

・下水の汚泥処理の方向性について、一つの処

理に偏ることなく、様々な方向で検討してほ

しい。 

本市では、下水汚泥から発生する消化ガスを

都市ガスの代わりとして汚泥焼却炉の燃料等

に利用したり、汚泥焼却灰等をセメント原料と

して再利用する事業を行っています。また、令

和 3 年度からは、下水汚泥から固形燃料を作

り、火力発電所等で石炭の代替燃料として利用

するための下水汚泥固形燃料化施設も稼働開

始しました。 

後期プラン期間は、固形燃料や消化ガスを継

続利用するとともに、汚泥焼却炉の改築更新に

より下水汚泥の持つエネルギーを更に有効活

用します。また、新技術の調査・研究を通じて

更なる有効利用の方法を検討します。 

 

４ 視点③京の水をささえつづける（87件）                  

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【技術力の向上・技術継承の推進に関する御意

見】 

 

・技術の継承は事業の要だと思うので、しっか

り取り組んでほしい。 

・若手職員・中堅職員に対する体系的な技術研

修について、特に若手職員はこれから未来に

向けて頑張ってもらわなければならないの

で、ぜひ技術研修を受けるべきだと思う。 

・今後も持続的に事業を運営していくために、

職員の世代交代をスムーズに行うとともに

技術の継承を確実に行う必要がある。 

・災害から市民生活を守る職員の技術継承は

必要だと思う。 

50 歳を超える職員が常勤職員の 4 割を超え

る中、将来にわたって水道・下水道を守り続け

ていくためには、事業を担う上下水道局職員の

育成を進めていく必要があると認識していま

す。 

後期プラン期間においても、採用 5年目まで

の職員を対象とした「専門技術研修」や、現場

を想定した実技研修を行う体験型研修施設の

活用などを継続して実施します。また、新たに

中堅職員に対する体系的な研修を実施するな

ど、取組の充実を図るとともに、これらの取組

の成果を見える化して技術力向上・技術継承を

一層推進します。 

さらに、次世代を担う職員の確保に努め、持

続可能な事業運営を推進します。 



14 

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【民間事業者等も含めた技術継承に関する御

意見】 

 

・技術力の向上や技術継承は、上下水道局だけ

ではなく、民間事業者の育成も含めてやって

ほしい。 

・上下水道局の職員だけでなく、事業者の方々

とともに担い手の確保に取り組んだ方がよ

い。 

 ビジョンにも記載のとおり、皆さまの生活を

支える水道・下水道を守り続けていくために

は、事業者の皆さまと共に技術力の向上や次世

代への継承を推進するなど、様々な取組を通じ

て連携していくことが必要であると認識して

います。これまでから事業者の皆さまを対象と

した研修などを実施してきましたが、後期プラ

ン期間もこうした取組を継続実施し、将来にわ

たり良質なサービスを提供できるよう努めま

す。 

【市民の皆さまとの連携に関する御意見】 

 

・技術研修施設について、市民にも利用しても

らうことで防災意識を向上させる取組は評

価できる。 

・市民にも、水道の研修施設のアピールをもっ

として欲しい。 

 これまでから市民の皆さまを対象とした講

座や体験型研修施設での研修を実施してきま

したが、後期プラン期間においても引き続きこ

うした取組を継続実施し、市民の皆さまと一体

となった事業運営に努めます。 

【施設マネジメントの実践に関する御意見】 

 

・施設マネジメントの実践、財務体質の更なる

強化は、これからの人口減少社会の中、非常

に重要である。甘く見積もらず、次世代の負

担の軽減も重視しながら、プランを進めてほ

しい。 

・行政として、何かあった時のリスクがあるの

は分かるが、大規模改修ではなく、修繕で延

命をすることを検討し、コストを抑えてほし

い。 

・事業費の平準化を進めるために、事業の「前

倒し」は問題ないと思うが、「先送り」は大

丈夫なのか。改修等の時機を逸して、水道や

下水道が使えなくなるといった事態が生じ

ることのないように取り組んでほしい。 

 水需要の減少や施設の老朽化等の課題に加

え、新型コロナウイルス感染症拡大の影響や社

会情勢の変化に伴う物価高騰など、大変厳しい

経営環境の中、限られた財源の中で最大の効果

が得られるよう事業の優先順位を設定し、事業

量・事業費の一層の平準化を行うことで、これ

まで以上に管路や施設を効率的・効果的に管

理・運営していく必要があると認識していま

す。 

令和 4 年度からは局内にプロジェクトチー

ムを設置し、今後老朽化が進んでいく水道・下

水道管路を対象に事業量・事業費の更なる平準

化に向けた検討を開始しました。これらの成果

については、次期ビジョン以降の更新計画に反

映していく予定です。 

【財務体質強化の取組全般に関する御意見】 

・全国的に管路や施設の改築更新のお金がな

いと聞いたことがあるが、京都市は大丈夫な

のか心配である。無駄が生じないよう進めて

ほしい。 

・財政が厳しいことを理由に全ての事業を止

めることは避けてもらいたい。一度事業を止

めると技術や事業を行う基盤が失われ、復活

させるのに大きな労力を要する。 

厳しい経営環境の中でも市民の皆さまの重

要なライフラインである上下水道を未来に継

承・発展させていけるよう、あらゆる観点で経

営基盤強化に取り組み、建設改良の財源となる

積立金を確保することで事業を着実に推進し

ていきます。 
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【民間活力の導入に関する御意見】 

 

・民間委託を進めてコストダウンなども推進

してほしい。 

・業務執行体制の見直しを民間活力導入で対

応するとしても、民間への発注額やそこに占

める人件費が直営よりも安価になるか確認

すべき。 

・建設・更新の事業を継続するため、民間事業

者の資金力を借りるＰＦＩ方式を積極的に

取り入れて財源の平準化を図ってはどうか。 

・水道事業は民営化しないでほしい。 

 事業全体に関する計画の策定、事業の進捗管

理、市民の安全・安心の確保等、上下水道事業

の根幹となる業務については公営企業が自ら

の責任の下で実施する必要があると考えてい

ます。 

一方で、この間も定型的な業務等で、民間に

委託してもサービス水準が低下しないものは

積極的に民間委託を進めてきたところであり、

後期プラン期間においても、民間事業者のノウ

ハウや創意工夫を生かしながら、事業全体に要

する経費削減や業務執行体制の効率化を進め

ます。  

【業務執行体制の見直しに関する御意見】 

 

・行政の報告で、効率化、強化というワードが

多用されるが、できるのであればすぐにやっ

てほしい。 

・公営企業としての経営努力は進める必要が

ある。 

・職員定数の削減でサービスに支障が出ない

よう、適切に管理してほしい。 

 平成 8年度以降、6期にわたる効率化推進計

画に基づき、絶え間なく業務執行体制の効率化

を進めてきたところであり、後期プラン期間に

おいても、今後の厳しい経営環境見通しを踏ま

え、新たな効率化推進計画を策定し、各取組を

効率的に推進するための体制を構築すること

で、経営基盤の強化につなげていきます。 

【保有資産の有効活用に関する御意見】 

 

・活用されていない資産の有効活用の検討は

積極的に進めていってほしい。 

・保有資産の有効活用は一時的な収入にしか

ならないことを踏まえて丁寧に検討してほ

しい。 

前期プラン期間は、組織の再編や事業所の集

約により生じた空き施設や未利用地について、

全庁的に活用方法を検討のうえ、売却・貸付を

進めてきました。 

後期プラン期間においても、引き続き丁寧な

検討を行いながら当該資産において最も効果

の高い活用を進め、経営基盤の強化を図ってい

きます。 

【水道料金・下水道使用料に関する御意見】 

 

・厳しい経営状況であることで大変かと思う

が、物価高で市民生活も苦しい状況なので、

安易に値上げされないよう、合理化や収益の

増加にしっかりと取り組んでほしい。 

・今後、水道料金は値上がりするのだろうと覚

悟はしているし仕方のないことだと思う。し

かしながら値上げは、不要な支出の削減や経

営の効率化等を行った後の最後の手段であ

ってほしいと思う。 

・水道を維持するために、必要であれば、受益

者負担の割合を増やすことを検討するなど、

 後期プラン 5か年の見通しは、新型コロナの

影響による減収からの回復時期や新たな生活

様式の定着の度合い、社会情勢等の物価への影

響など、収入面・支出面共に多くの変動要素が

含まれ、今後の経営状況が更に厳しくなること

も想定されますが、料金改定については、あら

ゆる経営努力を尽くしたうえで、将来の更新需

要や社会情勢、世代間の公平性、市民生活への

影響等を十分に考慮し、慎重に実施を判断すべ

きであると考えています。 

令和 4年度からは、改めて将来の適正な事業

費規模を把握する観点から、今後老朽化が進ん

でいく管路施設を対象に事業量・事業費の更な
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主な御意見（要旨） 本市の考え方 

子どもやその先の未来に住む方に皺寄せが

いかないような安定的な企業経営をお願い

したい。 

 

 

る平準化に向けた検討に着手しました。令和 5

年度以降はこれらの取組を進め、将来必要とな

る事業費の長期的な見通しの検証、及び世代間

の公平性等を考慮した積立金（資産維持費等）

の必要額の再検証を行うとともに、市民の皆さ

まの重要なライフラインを未来に継承・発展さ

せていくために、一層の経営の効率化や増収の

ための方策など、あらゆる観点で更なる経営基

盤強化の取組について検討を進めます。 

 

５ その他の御意見（3件）                          

主な御意見（要旨） 本市の考え方 

【水環境の保全等に関する御意見】 

 

・京都の自然(川)や日本の海の生物多様性の

保全に関する取組についても記載してほし

い。 

・他の自治体と協力し、水源である琵琶湖の水

環境を整え、市民の人々に今まで以上に安

全・安心できれいな水を提供できるようにす

ることが重要である。 

 京の水ビジョンでは、琵琶湖・淀川水系の中

流域に位置する大都市として市内河川の水環

境はもとより、下流域に位置する都市の水道水

源や大阪湾、瀬戸内海の水環境を保全するうえ

で重要な役割を担っていることを説明し、9つ

の方針の 1つに「下水をきれいにして市内河川

や下流域の水環境を保全します」を掲げて下水

処理水質の維持・向上や水環境保全センター施

設の再構築、合流式下水道の改善に取り組んで

います。 

 また、琵琶湖周辺や下流の淀川流域の関係者

との情報交換や協働・連携を実施し、パートナ

ーシップの強化を図っています。 

後期プラン期間においてもこうした取組を

継続することで、引き続き琵琶湖・淀川流域全

体の水環境の保全に努めます。 

 

  



17 

（Ｃ）今後の取組の推進に際して参考とするもの 

 

１ 骨子案全体、背景・課題（25件）                       

主な御意見（要旨） 

・大規模地震が起こっても、水道・下水道を利用できるようになるのは、住民からしたらとて

も安心だと感じた。 

・上下水道局の経営環境から、これから力を入れて取り組んでいく内容について、非常にわか

りやすくまとめられていると思う。 

・どのような意見を市民に求めているかさっぱり分からない。耐震化などを進めるのは当たり

前である。このような計画を労力を掛けて策定するのはお役所仕事であり、無駄なことを続

けるから財政難になる。 

・収入が減り、支出が増えており、また、経年劣化も進んでおり、非常に厳しい状況だと思っ

た。知恵を絞ってはいるようだが、何となく限界もあるように感じる。将来のこともあるの

で、まずは、そういった状況を私たちも理解していく必要があると思う。 

・上下水道局の経営プランの規模や予算の高額さに驚いた。市民サービスにおける上下水道事

業の立場が重要なものであるからこそ、独立採算なのだと感じた。節水が勧められている時

代で、水の使用量が少し減ったとしても、水道設備を大きく削れるわけではないことから、

上下水道局には厳しい時代なのかなと思う。 

・水資源の有効活用や公共インフラを整備し、水資源を中核とした新たな都市のあり方を模索

していくことが重要であり、将来の京都市のまちづくりや地域活性化、観光などの幅広い産

業の発展に繋がるような事業が今後とも求められると考える。 

 

２ 視点①京の水をみらいへつなぐ（16件）                   

主な御意見（要旨） 

・新たに上下水道を引くことは可能な限り控えるべき。更新など次世代の負担に繋がりかねな

い。 

・どのレベルでの耐震性があるものを考えているのか、定量面を踏まえてご教示頂けるとより

必要性や納得感を感じやすいと思う。 

・上下水道局が作っている備蓄用の水は必要ない。コストがいくら掛かっているのか。利益が

上がっていないのであれば民間に任せるべき。 

・水道事業の広域化について、他市町への強要にも、他市町からの強要にも反対する。 

・新技術を開発し、低コストで水を供給できる仕組みを作ってほしい。 

 

３ 視点②京の水でこころをはぐくむ（27件）                  

主な御意見（要旨） 

・ポケモンマンホールのような魅力あるマンホールを費用を掛けずに増やしてほしい。 

・新型コロナの影響で、蹴上浄水場のつつじや鳥羽水環境保全センターの藤が見られないのは

残念です。再開を楽しみにしています。 

・住民対象の対面説明会やインターネットの説明会をもっと多く開催し、周知すべき。 

・再生エネルギーは行政で取り組むべき問題であり、公営企業（料金採算）で積極的に実施す

べき問題ではないと思う。 

・太陽光発電や小型水力発電に取り組まれていることをホームページで知った。鴨川や桂川な

どで発電することはできないのか。 
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４ 視点③京の水をささえつづける（36件）                   

主な御意見（要旨） 

・職員の技術力がどのように役立っているのか、または承継されないことによる不具合が何なのか。 

・10年間で 100億円を超える大幅な減収とあるが、各事業で見れば 1年間で 5億円の減収で

あり、直ちに赤字に転落するようなインパクトはないのではないか。 

・ライフラインと言えば何でも通ると考えているのか。民営化を含めた徹底的な改革が必要

だ。 

・民間活力の導入とは行政的な考え方ではできない面を導入する趣旨であり、経費節減のため

に民間活力を導入する論理は間違っている。民間であれ公務員であれ働き手は「人」であ

り、民間委託により費用を下げられると考えているのであれば将来的に破綻を招く原因にな

るのではないか。 

・できる限りの経営努力や無駄な投資を減らすことは必要だと思うが、水の使用量は今後減っ

ていき、施設の老朽化は進むのであれば、料金水準を見直すことは必然だと思う。将来世代

にツケを残すことのないように、利用者に納得してもらえる説明をお願いしたい。 

・コストダウンのためには都市計画としてなるべく居住区を集約していくなどして、事業をス

マート化すべきではないか。それが難しいのであれば、必然的に料金の値上げに繋がる未来

しかないと思う。 

・「全会計連結の視点」とあるが、上下水道事業は独立採算ではないのか。負担の付け替えと

しか思えない。 

・大雨対策は防災対策であり、料金収入で行うのはおかしいと思う。財政危機でも、市役所が

責任を持つべき。 

 

５ その他の御意見（24件）                          

主な御意見（要旨） 

・新型コロナの影響や物価高騰により生活が圧迫されているので水道料金の減免を検討してほ

しい。 

・人口減少に伴い、水需要が減少するのは仕方ないが、一方で企業や農業でも水は多く使われ

ており、例えば、京都市で農業や畜産をしてくれる個人や企業の誘致ができないかと思う。 

・事業者との連携に当たっては、適正な対価という視点も大事にしてほしい。 

・京の水道、下水道を守り続けるため職員の皆様が日夜問わず働き続けておられることに市民

として感謝している。 

 


